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支 所 
 

伊賀支所・島ヶ原支所・阿山支所・大山田支所・青山支所 

（教育委員会分室を含む。） 

 

各支所では、窓口業務や地域振興などを中心に事業を行っています。 

本年度より支所の組織がリニューアルされました。 
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伊賀支所 
 
事 業 名  防災関係経費 予算額 ７,３６８千円 
（担当：総務振興課） 
◆ 事 業 概 要  
伊賀市防災行政無線の適切な管理のため、機器の保守点検及び劣化した子局バッテリーの交換を行

い、災害時等における情報の収集・伝達活動に万全を期します。 
 
事 業 名  行政バス運行経費 予算額 １６,３２０千円 
（担当：総務振興課） 
◆ 事 業 概 要  
地域市民の管内公共施設間等の移動を確保するため、行政バスを運行します。 
また、老朽化が著しい車両１台を更新し、安全で快適な運行に努めます。 

 
事 業 名 住民自治協議会推進経費 予算額 ７，１１９千円 
（担当：生活環境課） 
◆ 事 業 概 要 
伊賀市自治基本条例に基づき管内に3箇所の住民自治協議会が設置されており、昨年度から各々の『地

域まちづくり計画』に基づき地域ニーズに見合った特色ある事業を展開しています。 
 伊賀市総合計画の地区別計画を基本として、地域と行政が一体となった協働のまちづくりを実践・支

援します。 
・設立交付金   1,000,000円×3地域             3,000千円 
・地域交付金   柘植地域まちづくり協議会         1,524千円 

             西柘植地域まちづくり協議会      1,179千円 
             壬生野地域まちづくり協議会      1,399千円 
                 計                 7,102千円 
 
事 業 名 人権啓発推進事業 予算額 ５，０５２千円 
（担当：人権同和課） 
◆ 事 業 概 要 
地域住民の人権意識を高めるため、人権モデル地区をはじめとする全自治会２８地区で地区別懇談会

を開催し、住民と人権問題について懇談を行います。また、差別をなくす強調月間（１１月１１日から

１２月１０日）の期間中に「人権フェスティバル」ならびに「差別をなくすいがまちの集い」を開催し

ます。 
 
事 業 名 同和行政事務管理事業 予算額 ６，７９３千円 
（担当：人権同和課） 
◆ 事 業 概 要 
差別をなくする運動団体の育成及び支援をするために運営経費の助成を行うとともに、同和地区の世

帯に対して、自動車運転免許取得費用、就職支度金、火葬場の利用費用の一部を助成し、福祉の向上を

図ります。 
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事 業 名 地方改善施設整備事業 予算額 ９，５８２千円 
（担当：人権同和課） 
◆ 事 業 概 要 
同和地区における路肩、水路等の整備工事及び、公園等施設の維持管理を行います。 

 
事 業 名 まえがわ隣保館事業 予算額 ８、２２７千円 
（担当：いがまち人権センター） 
◆ 事 業 概 要 
隣保館事業では、地域住民の生活相談、健康相談、教育相談、健康相談などを実施するほか、地区内

及び周辺地域との交流活動を促進するとともに、文化の向上・健康の増進、住民交流などを目的とした

各種教室等も行っています。 
 
事 業 名  施設改修事業 予算額 １７,４１５千円 
（担当：健康福祉課） 
◆ 事 業 概 要 
伊賀支所管内の保育園の保育室（３歳～５歳児）に順次、空調機設置工事を行い、幼児の健全な保育

環境を確保するとともに、各保育所間の設備格差の是正を図ります。 
 
事 業 名 児童館事業 予算額 １，７９２千円 
（担当：いがまち人権センター） 
◆ 事 業 概 要 
児童館は、放課後における児童の活動の拠点。子ども会活動を通した仲間作り、感性を磨くため体験

学習やチャレンジ教室等を実施し、人権のリーダーの育成を図ります。さらに、他子ども会との交流を

実施し広く仲間作りの輪を広げています。 
 
事 業 名  農林業同和対策事業 予算額 １０，６１４千円 
（担当：産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 
当地域は、中山間地域で個々の農業経営規模も零細であり、加えて最近の営農環境も変化してきてい

ることから、農業離れ、後継者不足による荒廃農地の増加が懸念されています。 
農地の集約化と農業用施設等の近代化整備を進めると共に適切な営農指導により集落営農の強化と、

農地等が有する多面的な機能を生かした地域づくりに努めます。 
①暗渠排水工 Ｌ=３００ｍ ②近代化施設整備 ③営農活性化・後継者対策 

 
事 業 名  市単土地改良事業 予算額 １４,５９２千円 
（担当：産業建設課） 
◆ 事 業 概 要  
揚水機施設が破損しており、受益地に農業用水が供給できないため、揚水機場を改修し安定した農

業用水の確保に努めます。 
また、農道、水路等の農業用施設の改修を行い施設の維持管理に努めます。 
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◎ 具体的な事業 
① 前山地区揚水機場改修工事  Φ３００ｍｍ×１５０ｍ 
② 倉部川沿岸ほ場整備附帯工事 排水路底張工事 L=１００ｍ 
③ 調査設計業務 西之澤川西地区 

 
事 業 名 楯岡小杉線道路改良事業 予算額 ４０,０００千円 
（担当：産業建設課） 
◆ 事 業 概 要  
当該路線は、急な縦断勾配と非常に小さい縦断曲線のため、大変見通しが悪く危険な道路であります。 
また大型車両が多く通行することにより路面が痛んでいることから、視距確保のための改良と路面の

舗装工事を実施し、交通の安全と快適な通行の確保を図ります。 
◎ 工事概要 
 工事延長 Ｌ=３５０ｍ 

測量設計業務 １式 ・道路改良工事 Ｌ=１２０ｍ ・道路舗装工事 Ｌ=２３０ｍ 
 
事 業 名 川西大山田線道路舗装事業 予算額 ３０,０００千円 
（担当：産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 
当該路線は、幾度の舗装修繕による路面の上昇と大型車両等の通行による路面の損傷が著しいため、

舗装の打ち換え工事を行い、交通の安全と快適な通行の確保に努めます。 
◎ 工事概要 
工事延長 Ｌ=３７０ｍ 

測量設計業務 １式 ・道路舗装工事 Ｌ＝３７０ｍ 
 
事 業 名 生涯学習推進啓発事業 予算額 ４５２千円 
（担当：教育委員会伊賀分室） 
◆事 業 概 要 
親子のふれあいを通して幅広く生涯学習や家庭教育を推進するために、家庭教育講演会の開催や、小 
中学校および保育園の家庭教育学級実行委員会への補助を行います。 
  
事 業 名 文化財保存経費 予算額 １，２７７千円 
（担当：教育委員会伊賀分室） 
◆事 業 概 要 
指定天然記念物等の保全管理として、環境整備・保護増殖・樹勢回復等を行います。 

 民俗芸能の継承として、都美恵太鼓・春日神社の獅子神楽・日置神社の神事踊・勝手神社の神事踊を 
支援します。 

 
事 業 名 同和教育研究推進事業 予算額 １，６１８千円 
（担当：教育委員会伊賀分室） 
◆事 業 概 要 
人権・同和教育に関する研修の場を広く市民に提供するために、いがまち同和教育研究大会をはじめ、 
組織別研修会や学習会への補助を行います。 
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事 業 名 青少年健全育成事業 予算額 ４，２８３千円 
（担当：教育委員会伊賀分室） 
◆ 事 業 概 要 
青少年健全育成にかかる各種活動を関係団体等と協同で推進します。また、各団体、地域への支援を 
行います。 
 ・子どもの心を育む体験活動推進事業等  ３，５９７千円 
 
事 業 名 公民館事業 予算額 ２，２９４千円 
（担当：教育委員会伊賀分室） 
◆ 事 業 概 要 
生涯学習の場として楽しい生き方を支援するため、公民館教室６教室を開設、また文化協会４２サー

クルの活動及び、文化協会発表会の開催を支援します。また、学習成果発表の場として、いがまち展覧

会を開催します。 
 
事 業 名 住民主体の人権教育推進事業 予算額 ３，４３８千円 
（担当：いがまち人権センター） 
◆ 事 業 概 要 
人権が尊重される社会の実現をめざし、住民の人権問題に対する理解と認識を深め、差別意識の解消

を図るため、①住民の人権教育のリーダー養成事業②人権問題を考える住民の組織化、ネットワークづ

くり③住民主体の人権教育の推進事業等を実施します。 
 
事 業 名 スポーツ活動振興事業 予算額 １，１５０千円 
（担当：教育委員会伊賀分室） 
◆ 事 業 概 要 
伊賀支所管内におけるスポーツ活動振興のため、いがまち体育祭及び各種スポーツのいがまち大会

（グラウンド・ゴルフ大会、バレーボール大会、サッカー大会）を、地域内スポーツ団体と連携し開催

します。 
 
事 業 名 地域スポーツ活動推進事業 予算額 ７１９千円 
（担当：教育委員会伊賀分室） 
◆ 事 業 概 要 
地域スポーツ活動を推進するため、ソフトバレーボール教室、３Ｂ健康体操教室等のスポーツ教室を

開催します。 
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島ヶ原支所 
 
事 業 名 製材事業所跡地維持管理経費 予算額 １１，９５０千円 
（担当：総務振興課） 
◆事 業 概 要 
永らく公営企業として実施してきた製材事業所が本年３月末をもって閉鎖しました。 
旧作業場と併せて製材工場を解体するとともに、跡地利用についても検討を進めます。 

 
事 業 名 地域振興事業事務経費 予算額 ３，７８８千円 
（担当：総務振興課） 
◆事 業 概 要 
地域が主体となって開催される、しまがはら夏まつりの開催を支援する等地域資源を活用した地域活

性化の促進を図ります。 
 
事 業 名 ふれあいの里維持管理経費 予算額 ３３，９８１千円 
（担当：総務振興課） 
◆事 業 概 要 
新たに温泉棟・健康づくり棟･特産品加工施設を加え、リニューアルオープンして２年目に入る島ヶ

原ふれあいの里施設の運営と維持管理を行います。 
 
事 業 名 行政バス運行経費 予算額 ６，０７９千円 
（担当：総務振興課） 
◆事 業 概 要 
公共交通機関空白地域での高齢者等の交通弱者の移動手段確保と通学時の安全確保のため、行政サー

ビス巡回車を運行します。 
 
事 業 名 住民自治協議会推進経費 予算額 ２，１２８千円 
（担当：生活環境課） 
◆事 業 概 要 
 市民が主体となり、自立と協働による団体として設立された住民自治協議会の持続可能な発展のた

め、住民自治協議会の運営及び地域まちづくり計画に基づく実施事業に対して支援を行います。 
○活動拠点支援 
「伊賀市地区市民センターの整備に関する計画書」に基づき、支所管内に「島ヶ原地区市民センター」

を設置するため、地元調整を行います。 
○財政支援 
・支所管内１団体 
島ヶ原地域まちづくり協議会 
（平成 17年 3月 12日設立、平成 18年 1月 22日島ヶ原地域まちづくり計画策定済み） 
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事 業 名 環境保全対策事業 予算額 １，２６６千円 
（担当：生活環境課） 
◆事 業 概 要 
年々増加傾向にある不法投棄、不法焼却及び公害の防止等を図り、市民が住みよい環境づくりのため、

環境パトロール等を実施します。 
 
事 業 名 介護予防・生活支援事業 予算額 １，１３５千円 
（担当：健康福祉課） 
◆事 業 概 要 
日常動作訓練・生きがい活動事業等で、概ね６５歳以上の高齢者に対して、介護保険の対象外となる

サービスを提供します。 
 
事 業 名 放課後児童対策事業 予算額 １，４００千円 
（担当：健康福祉課） 
◆事 業 概 要 
放課後、共働きなどで保護者が家庭にいない小学校低学年の児童を対象に、専任の指導員が家族に代

わって適切な遊びや生活の場を提供します。 
 
事 業 名 中山間地域等直接支払交付金事業 予算額 １５，５８８千円 
（担当：産業建設課） 
◆事 業 概 要 
耕作放棄地の解消と発生を防止し、将来にわたって持続的な農業生産活動を可能とすることにより、

関係者が一致協力して集落の持続的多面的機能を確保します。 
 
事 業 名 生産調整推進対策事業 予算額 １，９７０千円 
（担当：産業建設課） 
◆事 業 概 要 
水田農業構造改革対策実施要綱に基づき、地区水田農業推進協議会等生産調整に関する事業を実施し

ます。 
 
事 業 名 観光振興経費 予算額 ２，７３０千円 
（担当：産業建設課） 
◆事 業 概 要 
地域の観光振興組織である観光協会への事業費補助など、観光振興事業を実施します。 

 
事 業 名 臨時地方道整備事業 予算額 ３１，８９５千円 
（担当：産業建設課） 
◆事 業 概 要 
市道の簡易な改良工事を行います。１８年度は、６路線の改良工事と１路線の測量設計委託を計画し

ています。 
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事 業 名 奥田西山線道路改良事業 予算額 ３５，０００千円 
（担当：産業建設課） 
◆事 業 概 要 
市道奥田西山線木野付近の改良を国の地方道路交付金事業の採択を受け実施します。今年度は用地買

収と登記を予定しています。 
 
事 業 名 社会教育推進経費 予算額 ３，９５７千円 
（担当：教育委員会島ヶ原分室） 
◆事 業 概 要 
地域の社会教育推進のため社会教育指導員を置き、市民大学（島ヶ原）の開催、地域家庭教育の充実

など、児童から高齢者まで幅広く生涯学習推進のための事業を実施します。 
 
事 業 名 文化財保存経費 予算額 ４５９千円 
（担当：教育委員会島ヶ原分室） 
◆事 業 概 要 
天平年間から約１２５０年続いている正月堂の修正会、古くからの様式を残している獅子神楽、太鼓

踊り及び荒獅子太鼓など、地域に古くから伝承されている無形文化遺産保護のために支援します。 
 
事 業 名 青少年健全育成事業 予算額 ７８０千円 
（担当：教育委員会島ヶ原分室） 
◆事 業 概 要 
地域の青少年健全育成を図るための啓発活動、安全対策、健康増進などの諸活動を関係機関・団体と

連携し行います。 
 
事 業 名 公民館事業経費 予算額 ２，７５７千円 
（担当：教育委員会島ヶ原分室） 
◆事 業 概 要 
地域の生涯学習の拠点として公民館講座５教室、文化サークル２１サークルの活動支援、また、学習

成果の発表の場として他の団体と協力して、文化芸術まつりの開催を行います。 
 
事 業 名 スポーツ活動推進事業 予算額 ７２０千円 
（担当：教育委員会島ヶ原分室） 
◆ 事 業 概 要 
地域におけるスポーツ活動の育成及び団体の育成のため体育まつりの開催、その他、ソフトボール大

会・グラウンドゴルフ大会・ゲートボール大会・ソフトバレーボール大会・ターゲット・バードゴルフ

大会を地域内団体と協働で行います。 
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阿山支所 
 
事 業 名 行政バス運行 予算額 １１，２６１千円 
（担当：総務振興課） 
◆ 事 業 概 要 
現在阿山支所管内を１０人乗りワゴン車２台で６路線の運行をしていますが、平成１７年度より三重

交通玉滝線の槙山～支所間が廃止されたため利用者が急増しています。本年度に、新たに１５人乗りの

コミューターを購入し、３台の運行により住民の利便性向上を図ります。 
 
事 業 名 住民自治協議会推進経費 予算額 ７，５８２千円 
（担当：生活環境課） 
◆ 事 業 概 要 
４地域の住民自治協議会の組織運営を支援するとともに地域まちづくり計画に基づき推進する事業

や活動などの財政支援を行います。 
 設立交付金 ４，０００千円。   地域交付金 ３，５８２千円 

 
事 業 名 保育所施設改修事業 予算額 １３，０００千円 
（担当：健康福祉課） 
◆ 事 業 概 要 
阿山支所管内の４保育所の保育室に順次、空調設備を設置し、快適な環境において保育の充実を図り

ます。 
 
事 業 名 中山間地域等直接支払交付金事業 予算額 ２９，９６７千円 
（担当：産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 
条件不利地での耕作放棄等を防ぐことにより、農地の多面的機能の確保が図れる中山間地域等直接支

払制度は、阿山支所管内で１４集落が交付金事業の対象となり、面積は１７０．３ha、交付金は２９，
６６５千円です。 
 
事 業 名 東湯舟上友田線道路改良事業 予算額 ７５，０００千円 
（担当：産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 
市道東湯舟上友田線は、伊賀信楽線を起点とした東湯舟地区と上友田地区を結ぶ幹線道路となってい

ますが、現況幅員が５・０ｍと狭小であり、大型車両の円滑な交通ができない状況にあります。 
このため国庫補助の交付金事業を活用し、平成１４年から１９年度まで、延長１６５０ｍ、幅員１１

ｍ（２車線）の整備を進めており、本年度は、延長５３ｍの道路改良を整備します。 
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事 業 名 町湯舟長尾線道路改良事業 予算額 ４０，０００千円 
（担当：産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 
市道町湯舟長尾線は、市道ゴロバク谷出線からふるさと農道に至り下友田・湯舟地区を連絡する幹線

道路です。現道は、１車線の未舗装道路であり幅員が狭小で車両の対向に支障をきたしている状況であ

るため、平成１５年度から国庫補助事業の地方道路交付金事業を活用して、延長７００ｍ、幅員７ｍ（２

車線）を整備し、本年度で完成する予定です。 
 
事 業 名 公民館管理経費 予算額 １２，８５１千円 
（担当：教育委員会阿山分室） 
◆ 事 業 概 要 
住民のニーズを反映し多様な学習を支えるため、平成１７年１１月より貸出業務を開始した公民館図

書室の資料の充実に努めます。 
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大山田支所 
 
事 業 名 災害用機器等整備事業 予算額 ４，２００千円 
（担当：総務振興課） 
◆ 事 業 概 要 
指定避難所となっている大山田小学校が整備されたことに伴い、未整備となっていた防災行政無線子

局（相互通報システム）を設置し、災害時における緊急連絡及び災害情報の迅速な伝達・収集を図りま

す。 
 
事 業 名 地域振興事務経費 予算額 ３,１９５千円 
（担当：総務振興課）  
◆ 事 業 概 要  
地域振興、地域活性化を目的に、お盆に帰省される人を迎え、ふるさとの良さを伝えます。 
事業は実行委員会を設置し実施します。 
   ふるさと夏まつり助成金３，１５０千円 

 
事 業 名 景観整備事業 予算額 ７０５千円 
（担当：総務振興課）  
◆ 事 業 概 要  
 伊賀市総合計画、基本計画・景観保全意識の啓発、地域の特色を活かした景観の整備を目的に旧大山

田村からの景観整備事業（サイン灯及びいぶし瓦の常夜灯）の維持管理のほか、実行委員会を設置し、

シンポジウムを開催します。 
    
事 業 名 行政バス運行経費 予算額 ５,９８３千円 
（担当：総務振興課）  
◆ 事 業 概 要      
 三重交通路線バス廃止の代替に運行します。また、空き時間を利用して、大沢・虹ヶ丘を運行します。

何れも 1日３往復、土、日、祝日は運休です。 
 
事 業 名 住民自治協議会推進経費 予算額 ４，８９９千円 
（担当：生活環境課） 
◆ 事 業 概 要 
伊賀市自治基本条例（平成 16年 12月 24日伊賀市条例第 293号）第 27条第 1項第 2号に基づく住
民自治活動に対する財政支援などを行います。 
・設立交付金 ７５０，０００円×３地域  ２，２５０千円 
・地域交付金 山田地域住民自治協議会   １，４４５千円 
       布引地域住民自治協議会     ４６１千円 
       阿波地域住民自治協議会     ６９２千円 
            計        ２，５９８千円 
 
 



 

 96

 
事 業 名 放課後児童対策事業 予算額 ２，０００千円 
（担当：健康福祉課） 
◆ 事 業 概 要 
保護者の就労等により、放課後及び長期休業期間中に保護指導を受けることができない留守家庭児童

の安全で豊かな健全育成の効果及び効率を向上させ、地域福祉の一層の増進を図ることを大山田放課後

児童クラブ運営委員会へ事業委託をします。 
 
事 業 名 人権啓発推進事業 予算額 ３，７８０千円 
（担当：人権同和課） 
◆ 事 業 概 要 
地域住民の人権意識を高めるため、各自治会に人権モデル地区活動事業を推進するとともに、支所管

内の全２４区で人権啓発地区別懇談会を開催し、住民と人権問題についての話し合いを行います。そし

て、差別をなくす強調月間（１１月１１日～１２月１０日）の期間中には第１３回人権フェスティバル

及び大山田地区人権展を開催します。 
 
事 業 名 同和行政事務管理事業 予算額 １，２１６千円 
（担当：人権同和課） 
◆ 事 業 概 要 
差別をなくする運動団体の育成及び支援をするために運営経費の助成を行うとともに、同和地区の世

帯に対して、葬祭費用の一部を助成し、福祉の向上を図ります。 
  
事 業 名 ライトピア事業 予算額 ３，１９１千円 
（担当：ライトピアおおやまだ） 
◆ 事 業 概 要 
福祉の向上や人権啓発のための住民交流の拠点となる地域に密着したコミュニティーセンターとし

て、生活上の各種相談事業をはじめ人権・同和問題に対する正しい理解と認識を深めるための活動など

の事業を行います。 
 
事 業 名 収穫まつり開催事業 予算額 ３，０００千円 
（担当：産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 
大山田地域の秋祭りの伝統を受け継ぎ、生産者を中心に秋の収穫の喜びを分かち合い、地域の交流の

場として、住民参加型のイベントを開催します。また、伊賀市と他地域との交流を推進し、自然豊かな

伊賀を広く発信することにより伊賀市観光の秋のイベントとして、定着することを目指します。 
 
事 業 名 三重県型デカップリング支援事業 予算額 ２，０００千円 
（担当：産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 
三重県型デカップリング市町村総合支援事業は、市が地域の実情に応じて、多様な農林地等の管理主

体や雇用を伴う地域産業の育成など、地域定住に資する市町村事業の経費の一部を県が補助する事業で

す。(有)大山田ファームは管理する農地が、山間地に近く、獣害等も多いことから採算性が低い現実が
あります。伊賀市では、このような農地を放置できないことから｢農林地適正管理団体支援事業｣を創設
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し、(有)大山田ファームの運営経費等を補助します。 
 
事 業 名 大佛寺線大佛橋耐震対策事業 予算額 ４０，０００千円 
（担当：産業建設課） 
◆  事 業 概 要  
 住民の生活安定保持のため耐震補強整備を行います。 
 耐震対策設計、耐震対策工事（落橋防止、橋脚補強）を行います。 
 
事 業 名 出後線出後橋耐震対策事業 予算額 ２２，０００千円 
（担当：産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 

 住民の生活安定保持のため耐震対策として落橋防止工事を行います。 
 
事 業 名 下町南裏瀧ヶ鼻線道路改良工事 予算額 ２１，０００千円 
（担当：産業建設課） 
◆  事 業 概 要 
 大山田小学校スクールバス進入路、防災道路として整備します。 
・延長４７０mの測量設計（１０，０００千円） 
・２００ｍの拡幅部の用地取得（２，７００千円） 
・一部の工事（６，９３５千円）を行います。 

 
事 業 名 大森５号線道路改良工事 予算額 ６，０００千円 
（担当：産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 
  阿波地区市民センター、防災拠点地への進入路として整備します。 
 延長 40m（取付け含み１００m）の測量設計を行います。  
 
事 業 名 同和教育研究推進事業 予算額 １，０００千円 
（担当：教育委員会大山田分室） 
◆ 事 業 概 要 
同和教育研究団体に対する助成を行います。 

 
事 業 名 人権教育推進 予算額 ２，５６３千円 
（担当：ライトピアおおやまだ） 
◆ 事 業 概 要 
人権教育の推進に向けたリーダー養成や、小学校・中学校と連携し地区学習会、識字学級を開催し、

活動を通じ仲間づくりをすすめます。 
 
事 業 名 青少年健全育成事業 予算額 １，７１０千円 
（担当：教育委員会大山田分室） 
◆ 事 業 概 要 
青少年健全育成活動団体に対し助成します。 
  大山田むらびとづくり推進会議助成金  １，７１０千円 
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事 業 名 公民館事業経費 予算額 ２，３１６千円 
（担当：教育委員会大山田分室） 
◆ 事 業 概 要 
 公民館教室を実施し、文化講演会および芸術文化祭を開催します。またサークル協議会への補助も行

います。 
大山田文化サークル協議会補助金  ２２５千円 

 
事 業 名 スポーツ活動振興事業 予算額 １，４１１千円 
（担当：教育委員会大山田分室） 
◆ 事 業 概 要 
大山田地域におけるスポーツ活動振興のため、各種のスポーツ大会や講習会を開催します。 
（スポーツフェスティバル、ゲートボール、グラウンドゴルフ、バレーボール、サッカー、マラソンな

どの大会、スケート講習会の開催） 
 
事 業 名 地域スポーツ活動推進事業 予算額 １，４７８千円 
（担当：教育委員会大山田分室） 
◆ 事 業 概 要 
地域スポーツ活動を推進するため、大山田地域において各種スポーツ教室を開催します。 
（健康体操、水泳教室等スポーツ教室の開催） 
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青山支所 
 
事 業 名 防災関係経費 予算額 ４，０９８千円 
（担当：総務振興課） 
◆ 事 業 概 要 
災害時の被害を最小限に止めるには、正確な被害情報を迅速に収集・伝達するとともに、関係機関と

の情報連絡を円滑に行うことが、的確な災害応急対策を実施する上で極めて重要です。 
災害発生時に有線通信網が途絶した場合の情報伝達手段を確保するため、防災用行政無線設備を適正

に管理運営するとともに、防災に必要な備蓄食料及び資機材の補充を行います。 
 
業 名 行政バス運行経費 予算額 ５０，０００千円 
（担当：総務振興課） 
◆ 事 業 概 要 
青山地域において、廃止代替として地域住民の移動手段を確保するため、行政バスを３路線（滝線、

霧生線、高尾線）運行します。 
 
事 業 名 情報通信格差是正事業 予算額 ４２，６００千円 
（担当：総務振興課） 
◆ 事 業 概 要 
情報通信事業者が採算性事情により整備を行っていない青山地域の携帯電話通信不能地域において、

地域間の情報通信格差の是正を図るため、移動通信用鉄塔施設を整備します。 
平成１８年度は奥鹿野地区と下高尾（出合）地区で実施します。 

 
事 業 名 青山文化センター隣保館事業 予算額 ２，２７１千円 
（担当：青山文化センター） 
◆ 事 業 概 要 
地域住民と周辺地域住民相互の理解を深めるため、生活上の各種相談事業をはじめ、社会福祉、保健

などに関する事業を総合的に行っています。 
また、地域住民の自立意欲の高揚をはかり、人権啓発リーダー育成のために各種講座・教室を開催し

ます。 
 
事 業 名 住民主体の人権教育推進事業 予算額 １，２９３千円 
（担当：青山文化センター） 
◆ 事 業 概 要 
住民主体の人権教育を推進するための指導者、リーダー養成をはかり、市民の人権意識を高める人権

講演会などを開催します。 
 同和問題講演会、人権のつどい 
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事 業 名 地区市民センター維持管理費 予算額 ３０，９１５千円 
（担当：生活環境課） 
◆ 事 業 概 要 
青山支所管内６か所において、地区市民センターの運営を行っています。 
センターでは市広報や文書の配布業務、諸証明の発行業務、地域の諸団体との連絡調整業務などの住

民サービスや、地域の住民自治活動の拠点としての役割も担っており、本年度もよりいっそう住民に身

近な施設として運営をしていきます。 
 
事 業 名 住民自治協議会推進経費 予算額 １１，２３０千円 
（担当：生活環境課） 
◆ 事 業 概 要 
青山支所管内には６つの住民自治協議会が設立されています。 
どの住民自治協議会も２年目を迎えました。今後ますます組織を充実させ、活動を活発に行えるよう

推進経費の補助を行います。 
 
事 業 名 伊賀南部環境衛生組合負担金 予算額 ５２７，４６１千円 
（担当：生活環境課） 
◆ 事 業 概 要 
青山支所管内のごみ、資源の収集・処理、し尿の処理及び新清掃工場（奥鹿野地内 焼却施設：処理

能力９５t／日、リサイクル施設：処理能力４５．５t／日）の建設、整備を行う伊賀南部環境衛生組合
に対して運営費を分担率により負担します。 
 
事 業 名 保育所管理運営事業 施設改修事業 予算額 ３，５００千円 
（担当：健康福祉課） 
◆ 事 業 概 要 
さくら保育園の園児室５部屋について、冷房設備を整備します。 
 
事 業 名 林業振興経費 予算額 １２，５６０千円 
（担当：産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 
緊急間伐推進事業として９，５００千円の補助を行います。 

 
事 業 名 臨時地方道路整備事業 予算額 ５３，９４０千円

（担当：産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 
阿保上ノ代２号線ほか４線         ５３，９４０千円 （５線総事業費３７２，９００千

円） 
地区内連絡道路の整備を行います。 
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事 業 名 地方道路交付金事業 予算額  ３０，０００千円 
（担当：産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 
羽根岡波線道路改良工事        １７，０００千円  （総事業費６００，０００千円） 
Ｌ＝１４０ｍ  Ｗ＝９ｍ                 （計画全体延長Ｌ＝６００ｍ） 
青山支所管内の中心部から北部へ伸びる南北縦貫市道として施工するもので国道４２２号線のバイ

パス路線としての機能もあります。 
※地方道路交付金事業：国が地方道路の整備推進を図るため助成する事業 

 
事 業 名 道整備交付金事業 予算額 ３９０，０００千円 
（担当：産業建設課） 
◆ 事 業 概 要 
腰山福川線道路改良工事       ３３６，７００千円  （総事業費１，０６０，０００千円） 
Ｌ＝３００ｍ  Ｗ＝８ｍ                 （計画全体延長Ｌ＝１０００ｍ） 
広域農道整備事業（伊賀コリドールロード）の市担当箇所の工事です。 
岡田大沢線測量設計業務委託      ３７，５００千円  （総事業費５００，０００千円） 
Ｌ＝１０８ｍ  Ｗ＝７ｍ                  （計画全体延長Ｌ＝１０８ｍ） 
国道１６５号線と広域農道（伊賀コリドールロード）を結ぶアクセス道路であり、交通処理機能上重

要な路線です。 
※道整備交付金事業：国が地域再生を支援するため、地方道、農道、林道をパッケージ化した計画に

対して助成する事業 
 
事 業 名 ダム周辺整備事業費 予算額 ４５２，６６５千円 
（担当：ダム周辺整備課） 
◆ 事 業 概 要 
川上ダム周辺整備事業は、全４０事業で川上ダム完成までに完了させる必要があるもので、平成１８

年度事業は次のとおり実施します。 
・市道阿保老川線道路改良事業      ３００，０００千円 
・市道別府中島線道路改良事業       ６３，１００千円 
・市道羽根東出間処線道路改良事業     ６１，３００千円 
・市道種生小波田線道路改良事業      ２８，１００千円 
 
事 業 名 ハーモニーフォレスト整備事業 予算額 ７０，８４５千円 
（担当：ダム周辺整備課） 
◆ 事 業 概 要 
都会の子供達が自然の中で里山体験や木工教室等の活動を通じて、都市住民と農村住民との交流を図

るとともに山村の自然のすばらしさを都市へ発信するためハード事業を行います。 
設計業務委託料    ３，０００千円 
草刈業務委託料    ３，４００千円 草刈面積 １０，８６６㎡ 
工事請負費     ６０，０００千円 駐車場、オートキャンプ場、遊具案内板の整備を行います。 
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事 業 名 社会教育推進経費 予算額 ４，６１８千円

（担当：教育委員会青山分室） 

◆ 事 業 概 要 

社会教育指導員を設置し社会教育に関する指導等を行います。（事業費１，４５９千円） 

初瀬街道交流の館「たわらや」を管理運営し、参宮講看板等の文化財を活用した学習会や講座･教室

を開催します。（２，５３７千円） 

青山地域の生活文化展である「ふるさと美術文化展覧会」を開催します。（２６４千円） 

 

事 業 名 公民館事業経費 予算額 ２，７６４千円

（担当：教育委員会青山分室） 

◆ 事 業 概 要 

子どもの居場所づくりのための体験教室及び市民の生きがいづくり講座を開催します。 

（２，０８４千円） 

 

事 業 名 分館活動経費 予算額 ２，２６８千円

（担当：教育委員会青山分室） 

◆ 事 業 概 要 

地区内６分館（阿保、上津、博要、高尾、矢持、桐ヶ丘）の活動を支援します。（２，２６８千円）

 

事 業 名 スポーツ活動振興事業 予算額 １，４００千円

（担当：教育委員会青山分室） 

◆ 事 業 概 要 

第１９回青山高原つつじクォーターマラソン大会を開催しスポーツ交流都市づくりを推進します。 

（１，０００千円） 

青山スポーツフェスティバルを開催し、地域コミュニティづくりと健康増進を推進します。 

（４００千円） 

 


